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焼却施設から空気中に放射性物質は放出されていないのか？ 

排ガス中の放射性物質の濃度は正しく測定されているのか？ 

平成２４年１０月１１日 樗木博一 

改定１ 平成２４年１０月１８日 樗木博一 

改定２ 平成２４年１０月１９日 樗木博一 

 

１．震災瓦礫焼却により霧状またはガス状の放射性セシウムが発生し、空気中に放出され

る可能性について 

 

１）一般焼却施設の脱煙設備の構成例を以下に示します。 

焼却炉（８００℃）→冷却装置（８００℃→２００℃弱）→バグフィルター 

→触媒（ＮＯｘ除去）→煙突 

  

２）セシウムは反応性に富む元素なので、屋外で瓦礫と共に存在する段階では、化合物と

なって存在すると考えられます。例えば、福島第一原子力発電所の事故により発生した放

射性セシウムが空気中の酸素、水分、二酸化炭素と化合すれば、それぞれ酸化セシウム、

水酸化セシウム、炭酸セシウムとなり、また、海岸近くで塩分と化合すれば塩化セシウム

となることが考えられます。 

Wikipedia によると、塩化セシウムＣｓＣℓは、融点６４５℃ 、沸点１２９５℃であり、

焼却炉（８００℃）の中でも分解しません。酸化セシウムＣｓ
２
Ｏは、２５０ ℃で蒸発し、

４００ ℃で金属セシウムと過酸化物 Ｃｓ
２
Ｏ

２
に分解します。炭酸セシウムＣｓ

２
ＣＯ

３
は

６１０℃で分解します。 

このように、セシウムの化合物は、焼却炉（８００℃）の中で分解するものもあれば、

しないものもあります。焼却炉（８００℃）の中で分解しないセシウム化合物だけが瓦礫

の中に存在するとは思えません。焼却炉（８００℃）の中で分解してセシウム（沸点６７

１℃、融点２８℃）を放出する化合物も瓦礫の中に存在する可能性があります。 

  

３）一般焼却施設で震災瓦礫を焼却した場合、焼却炉（８００℃）内で放出された放射性

セシウム（沸点６７１℃、融点２８℃）は気化し、冷却装置（８００℃→２００℃弱）で

２００℃弱に冷却されて、バグフィルターの前では 

①放出されたセシウムはミスト＝霧状（複数個のセシウム分子が結び付いた状態）、または

ガス状（融点と沸点の間の温度でも蒸気圧があるので、一部は揮発している）で排ガス中

に存在することが考えられる。 

②他の元素と化合して固体となっている。 

③ダストに付着している。 

といったことが考えられます。 

メモ１ 
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 空気の７８％が比較的不活性な窒素Ｎ
２
であることを考慮すると、冷却装置内で２００℃

弱に冷却されてからバグフィルターに入るまでの時間内に、ほとんど（実質的にすべて）

のセシウムがバグフィルターに捕捉されるような大きさの化合物（固体）となっていると

いう確証がありません。また、残りのすべてがダストに付着しているかということも確証

がありません。霧状またはガス状のセシウムが存在する可能性があります。 

 微小な霧状またはガス状のセシウムが存在すれば、バグフィルターを通り抜けてしまい

ます。 

 

４）なお、塩化セシウムは、焼却炉（８００℃）の中で蒸気圧の関係で気化しているもの

があっても、冷却装置（８００℃→２００℃弱）で２００℃弱（塩化セシウムの融点６４

５℃と比べて極めて低い温度）に冷却されれば、確実に固体化するので、バグフィルター

によりそのほとんどが捕捉される結果になると考えられます。 

 

２．焼却施設の排ガス中における放射性物質濃度の測定方法について 

 

１）放射性物質濃度の測定を目的とした、焼却施設の排ガス中における放射性セシウムを

捕捉する規格はありません。 

 

２）現在適用されている放射性セシウムを捕捉する規格は、ろ紙で分離できる粒子（ダス

ト）を測定対象として作成された JIS Z 8808「排ガス中のダスト濃度の測定方法」です。 

JIS Z 8808 では、ろ紙で分離できない極小の粒子、霧、気体は測定対象外です。 

 

３）JIS Z 8808を用いた実際の測定においては、ろ紙に加えてガス状物質捕集用に２段の

純水の捕集ビン＋活性炭素といった構成で行われることが多いと思いますが、「２段の純水

の捕集ビン＋活性炭素」の構成は、原理的に微小な霧状またはガス状の放射性セシウムを

捕捉できるという構成ではないし、捕捉できることが検証された構成でもありません。 

 

［説明］ 

ａ）純水の捕集ビン内に吸引された場合、微小な霧状またはガス状のセシウムは気泡中

に存在するので、この気泡が捕集ビン（Ｗ２０ｃｍ×Ｄ２０ｃｍ×Ｈ３０ｃｍ程度を想

定）内の純水を通り抜ける短い時間内（捕集ビンの大きさから１秒程度と考える）に多

くの霧状またはガス状のセシウムは純水と接触しないので、反応が起こらず、捕集ビン

中に捕捉されません。２段の捕集ビンの構成でも同様です。 

 

ｂ）また、空気の熱伝導率は 0.0241W/[m・K]と小さいので、高温の排ガス（一般焼却施

設の排ガス温度から推定すると２００℃弱）の気泡が捕集ビン内の純水を通り抜ける短
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い時間（捕集ビンの大きさから１秒程度と考える）に融点２８℃未満の温度までは低下

しないので、霧状またはガス状のセシウムが固体化せず、純水内に重力の作用により落

下して捕捉されません。２段の捕集ビンの構成であれば、１段の場合と比べて排ガスの

温度は低下しますが、融点２８℃未満の温度までは低下しないと考えられます。 

 

ｃ）排ガス中に微小な霧状またはガス状のセシウムが存在した場合に活性炭で捕捉され

ることは確認されていません。 

 

４）JIS Z 8808 を適用した測定でバグフィルターでの放射性物質の除去率が９９．９９％

という結果になっています。また、煙突で微小な霧状またはガス状のセシウムは不検出と

なっています。 
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図１ JIS Z 8808「排ガス中のダスト濃度の測定方法」を適用した測定系のイメージ図 

 

３．結論 

JIS Z 8808 による排ガス中の放射性物質濃度の測定が正しくない場合、焼却施設から放

射性物質を空気中に放出してしまい、土壌を汚染するばかりでなく、人々の内部被曝（気

管支→肺→血液→全身）を引き起こしてしまいます。 

微小な霧状またはガス状の放射性セシウムを確実に捕捉できることが検証された方法あ

るいは原理的に間違いなく捕捉できる方法で確認試験を実施して、本当に煙突から放出さ

れる排ガス中に放射性セシウムが含まれていないのか検証する必要があります。 
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４．補足 

 本資料は震災瓦礫焼却を対象として記述しましたが、放射性物質を閉じ込める仕組みを

もっていない一般の焼却施設で放射性物質を含む物を焼却すれば同じ事象（空気中への放

射性セシウムの放出）が発生すると考えられます。 

以上 


